
 

 

 

 

 

 

令和３年 ８月２４日 

 

 

各報道機関 御中 

 

国立大学法人山梨大学 

 

 

「フェーズフリーと学校教育」に関するオンライン研究会の開催 

 

山梨大学地域防災・マネジメント研究センターが令和３年度に取り組んでいる「フ

ェーズフリーな教育内容の研究」の一環として、下記の要領でオンライン研究会を実

施します。「フェーズフリーを学校教育に導入する取り組み」について県内学校教育

関係者が聴講する場を提供したいと考えています。 

参加対象者は、県内教育関係者を予定しております。報道機関の皆様にも参加を可

能としますので、本取組が多くの皆様に届けられますよう、ご取材の上、ご報道いた

だけますと大変幸いです。 

 

記 

 

１． 日 時： 令和３年８月３１日（火）１５：１５～１７：００ 

２． 場 所： オンライン（Zoom） 

３． オンライン研究会（詳細は別紙参照） 

「フェーズフリー」と学校教育 徳島県鳴門市での取り組みを踏まえて 

    講師：谷村 千絵 氏（鳴門教育大学 准教授） 

 

※研究会開催の県民への告知等はご不要です 

以上 

 

プレスリリース 

<研究についての問い合わせ先> 

山梨大学 地域防災・マネジメント研究センター 

准教授 秦 康範 

電話：055-220-8533 e-mail: yhada@yamanashi.ac.jp 

<広報についての問い合わせ先> 

山梨大学総務部総務課広報企画室 

電話：055-220-8005 FAX：055-220-8799  



東日本大震災から10年、全国各地で防災教育の取り組みが展開されています。しかし、学校現
場における防災教育のハードルは高く、継続した取り組みになかなかつながっていません。こうした
中、「日常時」と「非常時」を区別しない防災に関わる新しい考え方である「フェーズフリー」の概念
を、学校教育に導入する取り組みが注目されています。
全国に先駆けて取り組みを行っている徳島県鳴門市で、アドバイザーとしてフェーズフリーな学校
教育を指導している鳴門教育大学准教授の谷村千絵先生を講師として、鳴門市での取り組みと
フェーズフリーの考え方を学校教育に取り入れる効果や今後の展望についてご教示いただきます。
日常の教科教育が充実し、結果として子どもたちに「生き抜く力」をつけることができる、「フェーズ
フリーな教育」について議論します。

主催：山梨大学地域防災・マネジメント研究センター

後援：山梨県教育委員会

【参加申込】
参加を希望される方は、QRコードからもしくは下記リンクから登録ください。
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZ0scOCsqzojGtDeQToKq41qqxsygVmgjD_R

【お問い合わせ】
山梨大学地域防災・マネジメント研究センター准教授 秦康範 Tel: 055-220-8533 Email: yhada@yamanashi.ac.jp

オ ン ラ イ ン 研 究 会

登録はこちらから

日 時：2021年8月31日（火）15:15～17:00

開 催：オンライン（Zoom）

いつも と もしも をつなぐ 学校のフェーズフリー
鳴門市教育委員会制作（2021年3月）
☆谷村千絵先生、制作に協力

http://www.naruto-u.ac.jp/facultystaff/tanimura/

谷村 千絵（たにむら ちえ）先生
プロフィール

鳴門教育大学 人間教育専攻 現代教育課題総合コース
准教授 専門：教育哲学、防災教育

■委員等
• 文部科学省委託学校安全総合支援事業推進委員会委員、実践委
員会委員(2019～)

• 徳島県学校防災管理マニュアル改訂委員会アドバイザー(2021)
• 徳島県人権教育指導員(2014～)
■所属学会
日本教育学会、教育哲学会、教育思想史学会、関西教育学会

▼冊子PDFは下記からダウンロードできます！

https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZ0scOCsqzojGtDeQToKq41qqxsygVmgjD_R
http://www.naruto-u.ac.jp/facultystaff/tanimura/

